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進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
年
度
は
、
企
業

経
営
者
、
人
事
労
務
担
当
者
を
対
象
に
男
性
の

育
児
休
業
取
得
促
進
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
11
日
㈫

　
午
後
3
時
30
分
～
5
時
10
分

■
と
こ
ろ

　 

ホ
テ
ル
日
航
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
5
階
　

孔
雀
の
間
（
大
分
市
）

■
講
師

　
㈱
サ
カ
タ
製
作
所

　
代
表
取
締
役
社
長
　
坂
田 

匠 

氏

■
募
集
数
　

1
０
０
人

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　 

名
前
、
事
業
所
名
、
連
絡
先
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
メ
ー
ル
で
申
込
み

■
申
込
先

　
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課

　
☎
０
９
７-

５
０
６-

３
３
２
７

　
℻
０
９
７-

５
０
６-

１
７
５
６

　
🅼🅼a14310@

pref.oita.lg.jp

問
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

若
手
人
材
の
活
用

市
内
の
人
材
育
成
に
成
功
し
た
企
業
の
実
例
を

交
え
な
が
ら
、
若
手
人
材
の
育
成
・
活
用
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
15
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

　
商
談
会
議
室

■
募
集
数

　
8
人
程
度
（
１
事
業
者
に
つ
き
１
人
）

■ 

申
込
方
法

■
寄
付
で
き
な
い
食
品

　 

消
費
・
賞
味
期
限
切
れ
の
も
の
（
期
限
が
近

い
も
の
）、
生
鮮
食
品
　
等

※ 

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６

　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

大
分
県
・
西
部
地
区
等
総
合
防
災
訓
練

■
と
き
　
10
月
8
日
㈯

午
前
10
時
～

三
芳
地
区
（
三
芳
小
渕
町
玖
珠
川
河
川
敷
）

警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
の
防
災
関
係
機
関

と
大
分
県
建
設
業
協
会
日
田
支
部
な
ど
の
民
間

団
体
が
参
加
す
る
「
人
命
救
助
訓
練
」
等
を
行

い
ま
す
。

桂
林
地
区

（
桂
林
公
民
館
、
中
央
公
民
館
、
中
城
体
育
館
）

大
分
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
、
日
田
赤
十
字
奉

仕
団
な
ど
の
団
体
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
、
企

業
に
よ
る
災
害
時
の
イ
ン
フ
ラ
応
急
対
策
の
展

示
、
救
援
物
資
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

午
前
11
時
30
分
頃

桂
林
公
民
館
　

カ
レ
ー
、
ゆ
で
た
ま
ご
等
の
炊
き
出
し
食
を
配

布
し
ま
す
（
先
着
２
０
０
食
）。

問
防
災
・
危
機
管
理
課
防
災
・
危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

「
お
お
い
た
働
き
方
改
革
」

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

多
様
な
人
材
を
生
か
し
て
企
業
が
持
続
的
に
発

展
す
る
た
め
に
は
、
経
営
者
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
労
働
者
の
「
働
き
方
改
革
」
を

くらしの情報【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

■
と
き

　
10
月
22
日
㈯
　
午
前
9
時
～
午
後
３
時

■
集
合
場
所

　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

※ 

釈
迦
岳
へ
の
移
動
は
、
バ
ス
で
行
い
ま
す
。

■
対
象
　
一
般

■
講
師

　
郷
土
日
田
の
自
然
調
査
会

■
募
集
数

　
20
人
（
先
着
順
）

■ 

準
備
物

　 

メ
モ
用
紙
、
筆
記
用
具
、
弁
当
、
水
筒

■ 

服
装

　
帽
子
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
３
階
）

第
13
回
光
岡
地
区
人
権
ふ
る
さ
と
祭
り

第
13
回
光
岡
地
区
人
権
ふ
る
さ
と
祭
り
で
は
、

人
権
講
演
会
（
コ
ン
サ
ー
ト
）
や
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
等
を
行
い
ま
す
。
是
非
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
23
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

　
北
友
田
３
丁
目
地
区
集
会
所
及
び
周
辺
会
場

問
北
友
田
３
丁
目
地
区
集
会
所
☎
㉓
６
９
２
０

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す

家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄
り
、
必
要

と
し
て
い
る
人
に
寄
付
す
る
活
動
「
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
庭
に
眠
っ
て

い
る
余
剰
食
品
が
あ
れ
ば
、
是
非
お
持
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
10
月
29
日
㈯
　
午
前
９
時
～
正
午

■
と
こ
ろ

　
コ
ー
プ
中
央
店
跡
（
日
田
市
民
生
協
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

各
イ
ベ
ン
ト
は
電
子
申
請
又
は
下
記
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
各
イ
ベ
ン

ト
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
申
込
開
始
日

は
全
て
10
月
１
日
㈯
で
す
。

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

10
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ー
マ
は
、「
手
作
り
紙

飛
行
機
を
つ
く
ろ
う
！
」
で
す
。

■
と
き

　
10
月
15
日
㈯
　
午
前
10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室
２

■
対
象

　
小
・
中
学
生
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
講
師

　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

日
田
の
自
然
探
検
隊

秋
の
釈
迦
岳
で
、山
頂
か
ら
の
景
色
を
眺
め
て
、

豊
か
な
自
然
を
探
検
し
よ
う
！

■
と
き

　
10
月
16
日
㈰
　
午
前
9
時
～
午
後
３
時

■
集
合
場
所

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室
２

※ 

釈
迦
岳
へ
の
移
動
は
、
バ
ス
で
行
い
ま
す
。

■ 

対
象

　 

小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

■
講
師
　
郷
土
日
田
の
自
然
調
査
会

■
募
集
数
　
15
人
（
先
着
順
）

■
準
備
物

　
メ
モ
用
紙
、
筆
記
用
具
、
弁
当
、
水
筒

■
服
装

　
帽
子
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴

秋
の
自
然
観
察
会

秋
が
深
ま
る
釈
迦
岳
の
山
頂
周
辺
を
散
策
し
、

美
し
い
自
然
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
！
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こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

　 

日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
電

話
で
申
込
み

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

問
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
５
５
２
０

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

「
ひ
た
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
挑
戦
編
」
参
加
者
募
集

「
演
じ
る
」「
歌
う
」「
踊
る
」
が
好
き
な
人
た

ち
で
、
楽
し
み
な
が
ら
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と
き

　 

10
月
22
日
㈯
・
11
月
5
日
㈯
・
12
月
10
日
㈯
・

24
日
㈯
・
令
和
５
年
１
月
14
日
㈯
・
21
日
㈯

・
子
ど
も
コ
ー
ス
（
中
学
生
以
下
）

　
午
後
２
時
30
分
～
５
時
30
分

・
お
と
な
コ
ー
ス
（
中
学
生
以
上
）

　
午
後
６
時
30
分
～
9
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ

■
申
込
方
法

　 

氏
名
、
年
齢
、
希
望
す
る
コ
ー
ス
、
ス
ポ
ー

ツ
保
険
加
入
の
有
無
を
記
入
し
、
左
記
に

メ
ー
ル
で
申
込
み

■
申
込
先

　
日
田
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会
　

　
🅼🅼hitam

usical@
gm

ail.com

※ 

こ
の
活
動
は
日
田
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進

事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

問�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女
共
同

参
画
推
進
係
☎
㉒
７
５
１
５（
市
役
所
６
階
）

自
衛
官
募
集

 

■
募
集
種
類

①
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
、
②
防
衛

大
学
校
（
一
般
）、
③
自
衛
官
候
補
生

■
申
込
期
限

①
令
和
５
年
１
月
６
日
㈮

②
10
月
26
日
㈬

③
通
年

■
試
験
日

①
令
和
５
年
１
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

②
11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

③
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
対
象

①
…
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
む
）
の
17
歳
未
満

②
…
18
歳
以
上
21
歳
未
満

③
…
18
歳
以
上
33
歳
未
満

※ 

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域
事
務

所
☎
㉔
０
８
０
９

　
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
３
９
５
（
市
役
所
１
階
）

無
料
障
害
年
金
相
談
会

□
と
き
　
10
月
27
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
相
談
室

□ 

相
談
員
　
社
会
保
険
労
務
士
、
年
金
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
　
島
津
正
一 

氏

※
事
前
予
約
必
要
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
４
年
度
第
３
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

□
と
き
　
10
月
23
日
㈰

　
午
前
10
時
～
（
受
付
）

※
予
約
不
要
で
参
加
料
も
無
料
で
す
。

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
朝
日
ヶ
丘
５
７
６-

１
０

　
☎
㉒
０
７
８
９

Information 10.１ 次回の広報ひた10 月15 日号は、10 月14 日㈮に発送します。

　１０月1日は「メガネの日」。

　１０月１日を “１００１” と表記すると、両端の“１”
が「メガネのツル」で、内側の“０”が「レンズ」に
見立てられ、メガネの形を表しているとして「メガ
ネの日」が制定されました。

　自分自身も含め、家族や友人、職場の同僚な
ど、多くの人がメガネを着用しており、メガネがな
いと生活に支障が出るという人もいます。しかし、
メガネをかけているからといって、相手への接し
方が変わってしまうことはありません。

　ところが、それが“メガネ”から“車椅子”に変
わるとどうでしょうか。

　メガネと車椅子のどちらも「それがなければ生
活に支障が出てしまう」という点は共通していま
すが、“車椅子”を利用している人を見ると、「何
かしてあげないといけないのではないか」、「どう
接していいか分からない」などと考えてしまう人が
いるようです。

　では、なぜメガネと車椅子で見方が変わってし
まうのでしょうか。周囲に車椅子を利用し生活し
ている人をあまり見掛けない（見慣れていない）こ
とが要因の一つとなり、「障がい者」というフィル
ターを通して見ることで、「何か“してあげないと
いけない”」という先入観を持ってしまうのではな
いでしょうか。

　車椅子に限らず、白杖や補聴器などを利用し、
自立した日常生活を送っている人に対する周囲
の手助けが必要な場面は、数多くあると思います
が、「何でもしてあげないといけない」ということ
ではありません。どんな手助けが必要なのか、コミュ
ニケーションを取りながら接することを心掛けてい
れば、自然と障がいに対する“色眼鏡”は外れて
いくのではないでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

タ
ウ
ン
情
報

外してみよう心の “色眼鏡”

試
験


